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Q.  専門領域、これまでの研究について教

えてください。 

クィア・トランスカルチュラル・スタ

ディーズの分野で学位論文を提出した。

これは、社会学的な思考とデータ解析の

能力を身につけるのに役立ち、それはそ

の後の研究においても発揮されている。 

スウェーデンのウプサラ大学に在籍し

ながら、2017年から 2019年にかけて大規

模なプロジェクトを実施した。このプロ

ジェクトは、自分が主席研究員である欧

州研究奨学金の支援を受けて完成させた

もの。2人の教授に指導とメンタリングを

受けた。研究費で、翻訳と通訳の仕事、

参加者を募集するためのヨーロッパの

LGBTIQパレードでのビラ配布、データ分

析のアシスタントに謝金を支払うことが

できた。 

このプロジェクトでは、ヨーロッパ 6

カ国（エストニア、オーストリア、ポー

ランド、スペイン、イギリス、スウェー

デン）における ARTの利用可能性をレビ

ューし、クィアおよびトランスの人々の

ARTへのアクセスについて調べた。特

に、これら 6カ国の関連する法的枠組み

（不妊治療法、生殖法、家族法を含む）

について、これらの法律がクィアやトラ

ンスの人々の ARTへのアクセスを提供し

ているか、制限しているかを検討した。

また、インタビュー、オンライン調査、

フォーカスグループを実施し、クィアお

よびトランスの人々が ARTにアクセスし

ようとしたときの経験（実際にアクセス

したか、しようとしただけかを問わず）

を調べた。このプロジェクトの成果は、

クィアおよびトランスの人々の ARTへの

アクセスを改善する方法について、EUに

提言を行うことだった。 
 
 

Q. インタビューをされていますが、印象

的だった事例について教えてください。 

インタビューした人たちの体験は実に

多様だった。かなり良い経験をした人も

いたが、最も印象に残っているのはネガ

ティブな経験の方。 

オーストリアでインタビューをしたト

ランス女性は、この研究が実施されたこ

とを喜んでいた。なぜなら、生殖や子ど

もを持つことを求めるトランスパーソン

としての自分の経験を検証するのに役立

ったから。トランスの人には、障壁とな

る多くの否定的な固定観念がある。彼女

は、自分が子どもを持ちたいと思うのは

異常なことではなく、オーストリアでそ

れを実現するのは難しいので、ARTにア

クセスするために海外に行くつもりだと

述べた。また、実の子供が欲しいという

ことを、性別変更に関わる医療スタッフ

には知られたくなかった。 

スペインでは多くのゲイの父親が、国

際的な代理出産の経験について語ってく

れた。彼らは自分の研究を利用して、彼

らの主張を政府に通そうとしていた。彼

らは、新しく選ばれた政府がスペインの

ゲイ男性に代理出産を合法化することを

望んだが、結局それは叶わなかった。当
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時、ゲイカップルが養子縁組(障害のある

子供を除いて)をすることは不可能だった

し、海外で代理出産をした場合、公的な

書類を取得するのに長い間、法的闘争を

経なければならなかった。ゲイカップル

に子どもの公的書類が発行されないとい

う事態が何年も続いていた。彼らは、代

理出産と弁護士費用に多額の費用を要し

ていた。 

また、国境を越える際に発生する問題

についての話もよくあった。例えば、ス

ウェーデン人のレズビアンがイギリスに

移住し、イギリス人と結婚した（それぞ

れ自分の遺伝的子どもをもっていた）。

スウェーデン人の母親は、2人の子どもに

スウェーデン国籍を与えたいと考えてい

たが、遺伝的につながりのない子どもの

国籍取得に苦労していた。 

また、国によって法律が異なることに

伴う課題もあった。例えば、スウェーデ

ンとスペインのレズビアンのカップル

は、スペインで匿名のドナーを使って子

どもを産み、その後スウェーデンに移住

したが、スウェーデンでは匿名の提供が

認められていないため、彼らに親として

の地位は認められなかった。 
 
 

Q. LGBTQのコミュニティの中で、親にな

るということは、目指すべきライフスタ

イルになっていますか? それとも、懐疑

的な人もいますか?  当事者のコミュニテ

ィの中では、どのような議論があります

か? 

クィアやトランスの人たちの間で、家

族を持つこと、家族を望むことは、どん

どん受け入れられてきている。しかし、

COVIDや、ウクライナ戦争による物価上

昇の結果、経済的な圧迫から、余裕があ

るかどうかを考え始め、延期することを

選択した人が多い。クィアやトランスの

人たちに ARTのための公的医療保険を提

供する国もあるが、多くはそうではない

（例えばオーストリアでは、医学的理由

がある人だけが助成金による ARTを受け

ることができる）。イギリスでは、

LGBTIQの人が利他的代理出産を利用でき

るが、これは例外だ。養子縁組にもお金

がかかる。クィアやトランスの人たちに

とって、家族をつくるための費用は大都

市のマンション購入に匹敵する。 

LGBTIQのコミュニティでは、EUが彼

らの子育ての権利を守っているかどうか

が議論になっている。彼らの経験は、

LGBTIQの家族も保護してほしいという声

とともに EUに伝わっている。にもかかわ

らず、EUが各州の法律に介入することは

難しく、大きなハードルになっている。 

ポーランドに移住し、子どものために

ポーランドの社会保障番号を取得しよう

としたイギリスとポーランドのレズビア

ンカップルにインタビューをしたことが

ある。彼らは最終的にはそれに成功した

が、もし両親がポーランド人であれば、

このようなことは不可能であっただろう

と考えている。このように、ヨーロッパ

の一部の地域では、国際的なカップルと

地元の人々との間に不均衡がある。 
 
 

Q. 卵子ドナーや代理母を依頼する場合、

「搾取」など倫理的な問題が生じます

が、このことについて LGBTQコミュニテ

ィの中で、何か議論はありますか? 

彼らはこうした問題を十分に認識して

いる。そして、自分たちが家族をつくる

ことを正当化しようとしている。お金が

あってカリフォルニアに行ったゲイカッ

プルは、代理母が自分たちに何かを贈り

たかったのだと言い、彼女は今や「家族
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の一員」なのだと言うだろう。また、お

金がなくてインドやタイに行ったカップ

ルは、言葉の問題などで母親との接触が

少なくなりがちだが、自分たちの貢献は

代理母やその家族への援助だと考えてい

る。 

スウェーデンに住む混血(mix-raced)のレ

ズビアン／トランスのカップル（スウェ

ーデン人／ラテンアメリカ人）が、スウ

ェーデンのクリニックに、ラテンアメリ

カ人の精子ドナーを利用できないか問い

合わせたときのことを話してくれた。具

体的な返事はなく、代わりに精子ドナー

の身体的特徴をマッチングしたようだ

が、ドナーの出自はわからない。一般に

白人以外のドナーを確保するのは困難

だ。 

子供の生活をよいものにするために混

血児を望まなかったというカップルもい

れば、逆にそれを求めたカップルもい

る。ゲイの父親の中には、白人の代理母

が赤ちゃんとの強い結びつきを感じない

ように、意図的に有色人種のドナーを使

った人もいる。 

白人の赤ちゃんをより多く維持するた

めに国家が介入しているという憶測もあ

るが、果たしてそれが本当かどうかはわ

からない。 
 
 

Q.  ゲイ/トランスジェンダーの親の場

合、共同親(co-parenting)のような形で、精

子提供者や出産した女性などを積極的に

子育てに関わらせるような形が主流です

か。それとも ARTを利用して、精子ドナ

ーや代理母と一定の距離を置くような形

が好まれますか? 

代理母とのつながりを維持するような

法的枠組みを聞いたことがない。例え

ば、出生証明書に、当初、代理母は実母

として記載されるが、養子縁組が行われ

るプロセスで、実母から削除される。 

トランスやクィアのカップルは、厳格

な二人親制を超えた家族構成をとる傾向

があるが、それでも、依頼親とドナー・

代理母の間には一定の距離があることが

好まれることが多い。 
 
 

Q. 同性カップルやトランスジェンダーの

親に育てられた子どもの視点から、何か

発言している団体や人はいますか? 

子どもの代わりに体験談を話したり、

子どもをどのように妊娠出産したかを説

明したりする機会が親には与えられてい

る。 

匿名制度は、子供の福祉に反するとし

て禁止されている。そのため、児童福祉

が政策やアドボカシーの最前線になりが

ちだが、国によってアプローチの方法が

異なる。 
 
 

Q. ゲイ/トランスジェンダーの人が ART

を使って親になろうとする場合、どのよ

うな困難/脆弱性(bioprecarity)が生じます

か。 

インタビューの中でしばしば言及され

たのは、ARTを利用する方法や法的側面

に関する情報を得るのに苦労していると

いうこと。スウェーデンのように公的助

成によってサポートされている国でも、

待機者リストに載る方法、治療の受け

方、子どもの親として認められるための

法的ハードルなどがわからないなどの問

題があった。 

ARTのプロセスで経験したマイクロア

グレッションについて話す人もいた。治

療提供者は、クィアやトランスの人々へ

の接し方、代名詞の使い方などについて
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の知識が不足していることがよくある。

トランス女性の中には、プロセス中に敬

意をもって扱われなかったと述べている

人もいた。バイセクシュアルの人たち

も、バイセクシュアルがよく理解されて

いないため、プロセスを円滑に進めるた

めに、しばしば異性愛者またはレズビア

ンのどちらかになりすまそうとすること

があるようだ。また、トランスや同性愛

者の場合、カウンセリングや心理査定が

必要だが、異性愛者の場合、これらのハ

ードルが低い傾向があることも指摘され

ている。 

精神疾患を持つ人も、ART治療へのア

クセスに苦労している。双極性障害のあ

るクィアの人は、最初のスクリーニング

に落ちる可能性があるため、治療を受け

られるかどうかまったくわからなかっ

た。 

クィアやトランスの人々が海外で ART

を受ける必要がある場合、コストを削減

するために、まず自国でできる限りのこ

とをしようとする。しかし、情報が渡航

先に伝わらないことも多く、渡航先の情

報がこちらに伝わらないこともある。そ

のため、二重払いになったり、特定の手

続きを二度とらなければならないことも

ある。 

出生証明書の問題について話す親もい

た。例えば、トランスジェンダーの男性

が出産し、証明書に間違った性別の親と

して記載された。海外に渡航する際、証

明書の名前と一致しなかったり、身体的

性別が政府当局の期待にそぐわなかった

りという問題が発生する。 

さらに、同性カップルは、遺伝的繋が

りがない方の親を認知してもらうため

に、長くて費用のかかる養子縁組の手続

きをしなければならない。遺伝的繋がり

のある親に何かあった場合、子供に親が

いない状態になる恐れがあるため。これ

は必要な手続きだが、非常にストレスが

かかる。また、養子縁組には、ソーシャ

ルサービスによる家庭訪問が行われる。 

このような問題は、子どもが成長して

も続く。例えば、ゲイの父親の多くは、

育児休暇を確保するのに苦労している。 
 

 

Q. ゲイ/トランスジェンダーの人にとっ

て、親になることはどのような意味を持

ちますか。 

彼らにとって、親になることは、異性

愛者と同じ可能性を持つこと、つまり、

子どもを持ちたいと思い、実際に子ども

を育てられることで、自分たちが将来、

社会に受け入れられるための方法だとい

える。 

自分がインタビューしたスウェーデン

のレズビアンは、異性愛者の友人たちが

みな子どもを産むのに自分は遅れをとっ

ているように感じると話していた。彼女

は、家族をつくるために ARTを使用する

際、自分に求められる決断が多いことに

圧倒されていた。 
 
 

Q. Queer/Transの視点から見た、stratified 

reproductionについて、実際にどのような

事例があるか教えてください。 

特に、クィアやトランスの人々が ART

にアクセスするのに苦労している国（ポ

ーランドなど）では、海外に住んでいる

人や海外に行く余裕がある人だけが、よ

り簡単に家族を作り、それを法的に承認

してもらう方法を利用することができ

る。このことは、現地でアクセスできな

いすべての医療に当てはまる。 

家族をつくるために仕事の時間を割く

ことができるのは、経済的に余裕のある
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人たちだけ。英国でも“postcode lottery”と

呼ばれるような、居住地域による差別が

あり、無料でアクセスできるかどうか

は、住んでいる地区によって異なること

がある。また、ARTを受けるためには、

事前にある程度の（異性間の）試みが必

要な場合もあり、同性カップルは公的な

治療を受けるために自費で治療を受ける

こともある。ゲイの父親が最も分かりや

すい例だろう。 

 
Q. Polyamory family など、queer(gay/ 

lesbian) と trans(FtM/MtF)以外の事例につ

いて、具体的にご存知でしたら教えてく

ださい。 

シングルマザーの場合、ARTへのアク

セスが禁止されているため、ある文脈で

「クィア」を感じると主張する事例があ

った（オーストリアなど）。つまり、正

常であるとも受け入れられているとも思

えず、治療を受けるために海外に行く

か、医療スタッフから「子供を作るため

に一晩だけ関係を持て」などと奇妙な扱

いを受けるしかなかった。 

スウェーデンのクィアやトランスのカ

ップルは、すでに家族を持つことに社会

的な圧力を感じているのは興味深い。ス

テレオタイプ的に言えば、スウェーデン

の国家は人々が子供を持つことを支援し

ているので、ひとたびそれが可能になれ

ば、期待が高まる。このことから、シン

グルマザーは新たなタブーなのか？とい

う問いが要請される。彼女たちにとっ

て、子供が欲しいという気持ちを正当化

するのは難しいことではない。 

 
Q. 同性カップルが二人の遺伝子を引き継

ぐ子供を作れるような技術は、彼らにと

って大きな朗報になりますか。 

クィアコミュニティは非生物学的な親

族関係に慣れているが、多くの国の法律

は、市民権や親権を得るために生物学的

な親族関係を要求している。もし、この

ような技術で生物学的な親族関係が実現

できれば、市民権や親権をえるのがより

容易になる人もいるだろう。また、代理

出産や卵子提供における搾取の問題も軽

減されるだろう。 

子宮移植も、特にトランスコミュニティの間

では興味深いトピックだ。もし可能性があるな

ら、それを利用したい人もいるかもしれない。

そうすれば、代理出産を完全に回避すること

ができる。 

 
Q. 非異性愛カップルは、多様な家族、革

新的な家族を作り出していると指摘する

研究者がいます。むしろ異性愛カップル

の核家族を模倣しているという見方もあ

ります。どちらが当てはまりますか。 

トランスジェンダーの人たちは、法的な

枠組みや人々が従う必要があるプロセス

の点で、異性愛モデルを強制されてい

る。同様に、スペインの多くのゲイ男性

は、自分たちは「普通の」家族であると

唱え、目的を達成するための戦略として

それを利用している。 

多様な子育て家族が増えれば、社会は

変わる。認知度が上がれば、受け入れら

れやすくなる。それを阻む大きな問題

は、法律だ。 
 

 

 

Q. 現在取り組んでいる研究、これから取

り組みたい研究。 

自分は哲学のバックグラウンドを持つ

ので、ART関連の倫理問題や、階層化さ

れた生殖に対する生殖の正義(reproductive 

justice)にとても関心がある。ヨーロッパ
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における COVID 19がクィアの生殖とクィ

アの ARTへのアクセスに与える影響につ

いて研究するための資金を申請してい

る。 

また、新興技術にも興味があり、将来

的にはこれを研究したいと考えている。

助成金を得る際にいろいろな制約がある

ので、それが仕事の内容に影響を与えや

すい。しかし、もし教授職を得ることが

できれば、ユートピア技術にもっと焦点

を当て、それがクィアやトランスの人々

の生殖に関する正義にどのように貢献で

きるかを研究することが可能になると思

う。 
 

(2022年 8月) 
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